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会
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法

審

一
帽
査
会
で
は
、
改
憲
派
の
与

崔
野
党
か
ら
、
緊
急
事
態
で

一
選
挙
が
で
き
な
い
と
き
に

《
国
会
議
員
の
任
期
延
長
を

》
認
め
る
規
定
を
憲
法
に
新

荏
一
設
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ

抑
ｗ

一
ま
し
た
。
解
散
や
任
期
満

認
了
に
よ
り
衆
議
院
ま
た
は

一
車

蹄
参
議
院
の
議
員
が
不
在
に

一
酉

梧
な
り
、
議
会
の
意
思
決
定

岬
岬

》
が
で
き
な
く
な
る
事
態
を

闇
防
ぐ
こ
と
が
理
由
と
さ
れ

卦

て

い

ま

す

。

峠
し
か
し
、
現
行
制
度
上

窪
も
緊
急
の
備
え
は
設
け
ら

一
尋
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
は
、
衆

諦
議
院
解
散
の
日
か
ら
蛆
日

辱
幸

岬
以
内
に
総
選
挙
を
行
い
、

』

一

帳
選
挙
の
日
か
ら
鋤
日
以
内

崖
に
国
会
を
召
集
す
る
こ
と

《
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
閉

諦
会
中
緊
急
の
必
要
が
あ
れ

鋸
ば
参
議
院
の
緊
急
集
会
を

》
開
く
こ
と
で
緊
急
時
の
備

字
え
と
し
て
い
ま
す
（
別
条

認
１
，
２
項
）
。
な
お
、
同
条
の

垂

一

州
文
言
は
衆
議
院
の
「
解
散
」

二
一

帳
の
場
合
を
規
定
し
て
い
ま

》
す
が
、
当
然
任
期
満
了
に

《
よ
る
場
合
を
含
ん
で
い
る

恥
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

峠
（
も
ち
ろ
ん
解
釈
）
、
憲
法

儒
制
定
当
時
の
議
論
も
そ
の

一
二
副
提
が
あ
っ
た
と
考
え
る

計
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

一
巨

州
て
、
半
数
改
選
制
を
採
用

一
一

帳
す
る
参
議
院
は
、
常
に
半

、
、

窪
分
の
議
員
が
議
会
を
構
成

》
し
て
緊
急
集
会
を
開
く
こ

州
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
完
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国会議壼の任期延長について自民党が示してい

る条文イメージ(たたき台素案） 権力の暴走許す危険性が
長
雛
謹
灘
瀦
臓

延
と
に
な
り
ま
す
。

さ

ら

に

、

公

職

選

挙

法

期
で
も
、
天
災
な
ど
で
投
票

任
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

の
覺
口
、
別
期
日
に
改
め
て

亘
貝
投
票
す
る
制
度
繰
延
投

議

需

封

零

項

）
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諸
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ノ
に
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、
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ら
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不
在
者
投

１
Ｖ
票
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の
拡
充
等
の
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輔
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１
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~大地震その他の異常力
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鶚
嬰
Ⅲ
Ⅲ
函
唯
叩

ワ

一

一

も
想
定
し
に
く
い
と
考
え
》一

一

ら

れ

ま

す

。

’

一

例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
畢

下
で
も
感
染
状
況
は
地
域
部二
画

的
に
偏
り
が
あ
り
、
感
染
榊尋
中

対
策
を
採
っ
て
も
全
国
的
帳

に
選
挙
が
で
き
な
い
状
況
》

が
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
す
謡

し
、
緊
急
事
態
宣
言
下
の
部

２
０
２
０
年
７
月
に
東
京
帳

都
知
事
選
挙
は
実
施
さ
れ
》

ま

し

た

。

》

む
し
ろ
、
緊
急
事
態
を
卦宰
一

理
由
に
選
挙
を
行
わ
な
い
州』
一

弊
害
を
考
え
る
必
要
が
あ
搾

り

ま

す

。

幸

コ
ロ
ナ
禍
で
体
験
し
た
卦
↓

よ
う
に
、
緊
急
事
態
こ
そ
誰

権
力
に
よ
る
人
権
侵
害
の
》

恐
れ
が
高
ま
り
ま
す
か
ら
、
》

選
挙
は
重
要
性
を
増
し
ま
一

す
。
そ
の
時
に
選
挙
を
停
誹一
零

止
す
れ
ば
、
国
民
が
主
権
岬一
一

者
と
し
て
「
全
国
民
を
代
搾叫
仙

表
す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
》

（
鳴
条
）
」
を
選
出
し
、
国
一

会
を
通
じ
て
内
閣
を
監
視
認

す
る
（
船
条
３
項
）
機
会
を
》

奪

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

》

さ

ら

に

、

自

民

党

の

緊

一

急
事
態
条
項
案
は
、
国
会
副
一一

一

の
法
律
に
よ
ら
ず
、
内
閣
州垂

の
政
令
で
人
権
制
限
を
可
》

能
と
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
一

権
力
の
暴
走
に
歯
止
め
を
一

か
け
る
機
会
が
ま
っ
た
く
圭

な
く
な
り
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
の
開
戦
が
、
》

緊
迫
し
た
内
外
情
勢
を
理
一

由
に
、
衆
議
院
の
任
期
を
副

１
年
延
期
し
て
い
た
間
に
皿

起
き
た
こ
と
は
、
歴
史
の
教
唖

訓
と
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
》

す
。
（
白
土
哲
也
弁
護
士
）
一

（

お

わ

り

）
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